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さようならスパイクタイヤ
　こん防はスタツドレスタイゼ…・一②～⑤

啓女唄に昔を懐かしむ………………⑥～⑦

ハイレベルな音楽にうっとり……………⑧～⑨

おとしよりの医療賛値上げ…………⑩～⑪

みんなの広場………・……・…・……⑫～⑱

お知らせ・青春してます・カレンダー…⑭～⑯

麟 麟

「
　　　一　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

温か～い温泉に毎日入れて夢のよう…
　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　“入浴してみましたか？”皆さんが待ち望んでいた「宮’

中島の湯」温泉仮設浴場が20日午後1時、無料でオ
ープンして利用者に喜ばれています。

　当日は待ちかねていたかのように数十人が訪れ、“初・

湯”を楽しんでいました。「肌がすべすべになりとっても・

匹あったまる温泉だったJ「近くにこんな温泉があって毎日i

・入れるなんて夢のようで有り難い」「家族で毎日入りに来l

lたい」などの感想がありました。

　入浴時間は、平日は午後1時から、休日は午前10i
i時からで、終了はどちらも午後8時までです。どうぞご1

i利用下さい。
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　　鵜

擁

”
平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
禁
止
、
平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら
1
0
万
円
以
下
の
罰
金
”

鱗

　　難難i；縢・

鍵灘

馨
難
灘
灘
…
欝
－

麟
灘

織

こうなる前にタイヤチェーンの装着を

　
ス
バ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
今
年
四
月
羅
禁
止
さ
れ
、
ま
た
ま
た
雪

の
シ
ー
ズ
ン
と
と
も
に
、
ノ
ー
ス
バ
イ
ク
タ
ィ
ヤ
時
代
が
纈
つ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
粉
じ
淘
公
害

の
な
い
快
適
な
生
活
環
境
を
目
指
ず
と
同
時
儲
、
ス
り
ツ
フ
に

よ
る
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
ス
バ
イ
ク
タ
イ
ヤ
健
代
わ
る
ス
タ

ッ
欝
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
特
集
じ
ま
し
た
。

ど
う
な
る
の
？

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
禁
止
初
め
て
の
冬

山田和成さん
　（土倉）

　
土
倉
な
ど
で
は
粉
じ
ん
公
害
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
は
雪
氷
道
路
を
安
全
に
走
る

に
は
最
高
の
性
能
を
発
揮
し
た
タ
イ

ヤ
な
の
に
ど
う
し
て
規
制
に
な
っ
た

の
で
し
よ
う
か
。
ま
た
、
津
南
町
、

松
之
山
町
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用

禁
止
除
外
地
区
で
中
里
村
だ
け
が
な

ぜ
規
制
地
区
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪
し
た
後
の

ア
イ
ス
バ
ー
ン
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
で
は
効
き
ま
せ
ん
。
国
道
3

5
3
号
線
で
は
県
外
車
も
多
く
事
故

が
心
配
で
す
．

　
行
政
で
は
こ
れ
ら
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

スタツドレスタイヤとは

　低温でも“しなやかさ”を失わ

ない特殊配合ゴムを使い￥タイヤ

の溝の形状などを工夫したスタッ

ドレスタイヤは、これまでのスノ

ータイヤに比べ特に凍結路での性

能が大幅に向上しています。

　スタッドレスタイヤとは￥文字

通りスタッドレス（スパイクのな

い）タイヤのことで、スパイクを

使わないで凍結路における走行性

能を可能な限り高めた新しい冬用

タイヤフです。



健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
た
め

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
な
い
社
会
に
ご
協
力
を
〃
“

六日町保健所
環境課公害対策係長

森　田　博さん

　
　
粉
じ
ん
の
影
響
と
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
規
制
の
経
緯
は
？

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
発
生

す
る
粉
じ
ん
は
、
道
路
の
損
傷
や
周

辺
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
に
と
ど
ま

ら
ず
、
「
鼻
水
が
た
く
さ
ん
出
る
」
「
の

ど
が
痛
い
」
「
せ
き
が
続
く
」
「
涙
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん

出
る
」
な
ど
の
急
性
症
状
の
ほ
か
喘

そ
く息

の
発
生
ひ
ん
度
が
高
ま
る
等
の
、

健
康
へ
の
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
か雪に付着したアスファルト粉じん

ら
、
平
成
二
年
六
月
、
「
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成
三
年

四
月
一
日
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
積

雪
ま
た
は
凍
結
状
態
に
な
い
舗
装
路

面
で
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
四

年
四
月
一
日
か
ら
は
、
違
反
し
た
場

合
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
．

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
規
制

さ
れ
る
地
域
（
指
定
地
域
）
は
、
本

県
で
は
九
十
市
町
村
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
当
保
健
所
管
内
（
二
市
三
郡
）

で
は
、
津
南
町
、
守
門
村
、
入
広
瀬

村
を
除
く
十
三
市
町
村
が
指
定
地
域

と
な
り
、
ス
パ
イ
タ
タ
イ
ヤ
の
使
用

が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
を
指
定
す
る
際
の
国
の
方
針

が
、
幹
線
国
道
（
二
け
た
国
道
）
沿

線
の
市
町
村
お
よ
び
、
市
の
全
部
と

市
に
隣
接
す
る
町
村
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
」
部
の
町
村
で
指
定
地
域
に

な
ら
な
か
っ
た
り
し
た
状
況
が
生
じ

ま
し
た
が
、
未
指
定
の
地
域
で
も
指

定
（
規
制
）
地
域
の
市
町
村
へ
出
か

け
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

実
際
上
は
指
定
さ
れ
た
と
同
様
の
取

り
扱
い
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
る
も
の
、

と
し
て
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
あ

り
ま
す
が
、
年
々
性
能
も
向
上
し
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
り
う
る
段
階

に
き
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
冬
か
ら
、
粉

じ
ん
の
な
い
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
の
方
が

　
　
　
　
　
　
　
環
境
に
や
さ
し
く
現
実
的

　
　
中
里
村
が
ス
パ
イ
ク
タ
ィ
ヤ
使

用
禁
止
指
定
地
域
と
な
っ
た
理
由
は
？

　
中
里
村
は
、
地
形
か
ら
し
て
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
が
安
全
だ
、
降
雪
期
間

が
長
く
湿
度
が
高
い
た
め
粉
じ
ん
の

発
生
が
少
な
い
、
人
家
の
密
度
が
比

較
的
低
い
と
し
て
使
用
禁
止
指
定
地

域
外
に
と
県
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
に
隣
接
し
て
い
る
町

村
と
い
う
国
の
方
針
と
、
交
通
量
調

査
結
果
に
よ
る
み
な
さ
ん
の
十
日
町

市
圏
な
ど
村
外
へ
の
通
勤
の
現
状
、

そ
れ
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
製
造
・

販
売
中
止
に
な
る
こ
と
と
、
今
後
の

車
社
会
の
こ
と
等
々
を
考
え
合
わ
せ

る
と
使
用
禁
止
指
定
地
域
の
方
が
広

域
的
な
環
境
に
や
さ
し
く
、
地
域
社

会
に
と
っ
て
よ
り
現
実
的
だ
と
し
て

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
別
図
（
次
ぺ
ー
ジ
）

が
示
す
よ
う
に
使
用
禁
止
指
定
地
域

外
町
村
は
少
な
く
、
そ
の
地
域
も
ご

く
限
ら
れ
た
範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
使
用
禁
止
指
定
地
域

外
町
村
で
あ
っ
て
も
車
の
構
造
上
そ

の
都
度
タ
ィ
ヤ
を
履
き
替
え
る
訳
に

も
い
か
な
い
た
め
事
実
上
は
、
ほ
と

ん
ど
の
車
が
使
用
禁
止
指
定
地
域
と

同
じ
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

冬
期
路
面
の
安
全
維
持
に

　
　
国
県
道
管
理
者
と
し
て
は
、
脱

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
時
代
に
ど
の
よ
う

な
冬
期
道
路
交
通
安
全
対
策
万
針
が

あ
り
ま
す
か
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
な
い

努
め
ま
す

交
通
形
態
へ
の
移
行
に
対
応
す
る
た

め
、
急
坂
路
や
急
力
i
ブ
及
び
凍
結

し
や
す
い
路
面
等
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い

て
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布
、
融
雪
施

①トレッド溝による雪柱せん断効果

　　　スタッドレスタイヤのしくみ
◎サイピングによる接地面積の増大　　　　②柔軟なゴム質による優れた密着性

　従来のスノータイヤ　　スタッドレスタイヤ　　　　　も

　　　　翻　　　　　　　　　　．，、　　　　　　　従来のスノータイヤ　　スタッドレスタイヤ

④エッジ効果と水膜カットの効果

一謬讐醗ロ耀・、騰
　　　　“奪

　　　雪路（やわらかし、雪路面

　　　　　　　　氷盤路

※路面とゴムの接触面をミクロに見たところ

氷盤路女氷盤路
果ジ効果

●サイピングの切込みでブロックの剛性を柔

　らかくすることにより、接地面積を広げ、

密着性を一層高める工夫もされています。

平成3年12月10日広報躍”冒と：3
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顯
灘
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　　　　　　灘
繋蕪獺x灘、

締
原

　
　
蘭

　
　
妙

野沢温泉村

灘溝

設
の
整
備
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
の
整

備
等
を
押
し
進
め
る
と
と
も
に
、
注

意
標
識
を
整
備
充
実
し
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
除
雪
出
動
基
準
を
従
来
の

雪
積
二
〇
弛
．
か
ら
一
〇
紬
．
に
変
更
し

て
交
通
の
便
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
路
面
状
況
や
交
通
規
制
の

状
況
等
の
道
路
交
通
情
報
を
迅
速
に

お
知
ら
せ
す
る
施
設
の
整
備
に
努
め

ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
冬
期
路
面
の
安
全
維

持
に
努
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら

も
、
道
路
上
に
は
駐
車
し
な
い
、
屋

根
の
雪
は
路
上
に
捨
て
な
い
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

滑
り
止
め
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
で

　
　
村
道
で
は
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま

す
か

　
村
と
し
て
は
消
雪
パ
イ
プ
を
延
長

し
た
り
、
試
験
的
で
す
が
凍
結
緩
和

舗
装
を
如
来
寺
地
内
や
下
山
地
内
に

施
工
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
上

山
地
内
の
干
溝
市
之
越
線
や
倉
下
地

内
の
倉
下
土
倉
線
な
ど
従
来
よ
り
曲

線
と
匂
配
を
緩
く
す
る
な
ど
の
道
路

改
良
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
外
に
凍
結
防
止
剤
の
散
布
も

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず

れ
も
予
算
の
問
題
も
あ
り
全
路
線
と

い
う
訳
に
も
行
き
ま
せ
ん
の
で
、
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
着
用
し
て
事
故
を

　
　
　
　
　
　
ノ

起
こ
さ
な
い
よ
う
運
転
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
違
反
で
す

　
　
　
　
過
信
せ
ず
ス
ピ
ー
ド
に
注
意
！

　十日町警察署
　　交通課長

増渕一雄さん

　
　
今
冬
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ
ィ
ヤ
禁

止
元
年
に
入
り
ま
し
た
。
冬
道
を
安

全
に
走
行
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
か

　
ま
ず
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用

す
る
と
違
反
に
な
り
ま
す
。
国
民
の

一
人
ひ
と
り
の
努
力
目
標
と
し
て
遅

く
と
も
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
履
き

替
え
て
も
ら
う
よ
う
指
導
し
ま
す
。

冬道用タイヤの特性（性能を超えた走りがスリップの原因）

■登坂性能（滑りやすい圧雪路）

　　　　　登坂匂配

タ羅繋

8％

（4．6度）

11％
（6．3度）

標準スノーダ器ヤ 8％不可

スタッ　獄膨ス ＄％繊鑑猛％兼満

ス　パ　，羅　タ 11％以上

（日本自動車タイヤ協会テスト）

平成元年2月　於＝札幌市白石区

4

■氷上での制動1生能の比較（通産省テスト結果）

　　　　　制動初速度40km／hからの制動距離（ロックブレーキによる）

6．，蛋聾鯉鴛盤．一．．．．

　　　　　　　　　　、　6都嘱

　　　　　　　　　　　　497ス憩　』灘鱒灘麹タィヤ

　　　　　　　　　　　ー一遅謹灘瞬．臨

　　　平成2年2月於：北海道士別市寒地技術研究コース
　　　※幹燥路（夏道用タイヤ〉での制動距離は、全日本交通安全協会発行「頭脳的運転法」より



　
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
く
は
運
転
者

の
過
信
に
よ
る
も
の
で
、
タ
イ
ヤ
そ

の
も
の
よ
り
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

に
よ
る
急
ブ
レ
ー
キ
操
作
が
多
い
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
装
着
車
の
方
が
一
般
車
よ
り
む
し

ろ
多
く
の
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

　
過
去
に
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て

い
る
峠
の
カ
ー
ブ
等
で
雪
氷
状
態
に

あ
る
時
は
、
夏
場
と
違
い
手
前
で
十

分
減
速
し
て
、
特
に
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ブ
レ
ー
キ
は
ど
こ
で
で
も
ソ
フ
ト
に

踏
む
こ
と
で
す
。
ま
た
、
滑
り
や
す

い
峠
な
ど
へ
向
う
時
は
、
早
目
に
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
、
ス
リ
ッ

プ
事
故
に
備
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ち
な
み
に
十
日
町
警
察
署
で
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
も
全
車
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
て
い
ま
す

よ
。

ス
リ
ッ
ブ
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

制
動
停
止
（
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
）

強
く
踏
め
ば
強
く
効
く
ー

と
い
う
誤
っ
た
思
い
込
み
を
訂
正
し
、

ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
込
み
の
半
分
ぐ
ら

い
で
踏
み
と
ど
め
、
タ
イ
ヤ
を
転
が

し
て
制
動
（
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
キ
）
し

ま
し
ょ
・
つ
。

　
冬
道
で
は
、
ど
ん
な
ブ
レ
ー
キ
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
も
夏
道
と
同
じ
制
動
は

で
き
ま
せ
ん
。
状
況
確
認
と
早
め
の

危
険
予
知
が
最
良
の
ブ
レ
『
キ
ン
グ

で
す
．

急
カ
ー
ブ
、
急
匂
配
の
走
行

　
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
く
は
こ
こ
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
適
切
な
ギ
ア
に
シ
フ

ト
ダ
ウ
ン
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
は
踏
み

込
ま
ず
軽
く
足
を
乗
せ
る
程
度
で
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
効
か
せ
な
が
ら

走
行
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
用
具

を
必
ず
装
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

冬
道
の
運
転
は
、
冬
山
の
登
山
と

同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
事
前
の
点
検
・

整
備
と
、
天
候
の
急
変
等
に
よ
る
様
々

な
ア
タ
シ
デ
ン
ト
に
も
十
分
対
応
で

き
る
よ
う
に
次
の
よ
う
な
装
備
品
を

携
行
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
ス
ノ
ー
ヘ
ル
パ

ー
、
ス
コ
ッ
プ
、
除
雪
用
ブ
ラ
シ
、

砂
、
軍
手
・
作
業
衣
類
・
け
ん
引
用

ロ
ー
プ
、
針
金
と
ペ
ン
チ

作のポイント

※スタッドレスタイヤでは、ブレーキの

踏込みがフルプレーキの5分の1から5
分の3の間でスパイクタイヤのフルブレ

ーキに劣らない高い制動効果を発揮する。

　またこの範囲では、横方向にがんばる

力がまだ作用しているので横滑りがしに
くい◎

　　　　　　●効果的な制動操

■ブレーキの踏込み万と制動力の関係

　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　ロソフトブレ　キヨ
　　　Oフルブレーキiの範囲　i
　　　　　　　l一：　　　　　　　愚　　　　　　　’　　　0．3

｝タテ方　んばるカ

ヨコ方向にがんばる力

二

摩
擦
係
数
（
μ
）

0
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

α
　
　
　
　
　
　
　
巳

スタットレス

スパイク

参
考
資
料
「
冬
道
を
安
全
・
快
適
に
走
る
た
め
に
」

十
日
町
警
察
署
発
行

」0

0％
ク

　
「

　
口

％
ト

　
ス

　
キ

％
一

　
レ

　
ブ

％％

新議暴に
斎喜宗蕪郎氏就任

一議会構成皆ま3一
　中塁粒載議会議員改選後の初議会（臨時議

会）雌猛月20日招集され、議長に斎喜宗一一郎

薦を選醗讐ε次の議会人事瀞決まηまじた。

　今後の4準間、それぞ糀の委員会等癒の活

躍が期待さ耗羅協ます。（敬称略）

●中塁村材議会議長斎書宗一郎
●中毘材材議会副議長　村出善作

○議会運営委員会　5名
委員「長中島優一
副委貫長　南雲宗司

委員村山善作、服部1ポ三男、柳1薬作
●総務・建設常任委員会　5名

委員長南雲宗翻
副委員長　露諜龍正

委員幽群進六、鈴灘蘇一昭、繭雲驚一郎
○産業。経済常任委員会　㊨名

委員擾服部藷釜男
則委員長　縢島優一・

委　　員　炎鶴昭蒙、瀧国初治、㌧樋団　蔵、

　　　　i欝楽雄
●社会・業教常葎委員套　蔭名

襲綴長柳叢作i
副委員長　畜楽周糟

委　　撮　村幽善権、桑療溝一、陽部i義寿、

　　　　樋ロ善釜
●1拷蒸一ド開発対策特別委員会　8名

委藁長服部講叢男
翻委員長i欝蕪龍韮
委　　員　索農優一、炎島昭釜．漉囲勅治、

　　　　吉楽周治、樋図　蔵、繭雲建一郎
●魚沼スカ羅う鰭》開発組合

　　　　繭雲宗司．桑漂溝一
◎繁日町地域広域蕪務組奮

　　　　斎警宗一郎、鈴塞黛昭、陽部義寿、

　　　　叢楽雄
○津南地域衛生施設組合．

　　　　欝欝宗一一郎
○中塁蒋監査委員

　　　　桑原溝一

平成3年12月10日広報躍”宣と：5

誕
「



透き通った声を体育館いっぱいに響かせ熱演する竹下さん

昏
女
唄
に

　
　
　
　
　
昔
を
懐
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
”
倉
俣
小
両
親
学
級
”

　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
、

　
昔
懐
か
し
い
「
鼓
目
女
唄
」
力
十
一

月
十
七
日
、
倉
俣
小
学
校
体
育
館
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
演
は
小

学
生
で
は
、
日
本
で
初
め
て
の
公
演

と
な
り
児
童
た
ち
の
好
奇
の
目
を
引

き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
倉
俣
小
学
校
が
、
学
習
参

観
後
の
両
親
学
級
と
し
て
、
今
、
日

本
に
一
人
し
か
い
な
い
警
女
唄
の
伝

承
者
竹
下
玲
子
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）
さ

ん
を
「
鼓
目
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン

十
日
町
」
の
協
力
に
よ
り
招
き
開
か

れ
た
も
の
で
す
．

　
公
演
は
脚
本
家
の
若
林
一
郎
さ
ん

が
、
警
女
に
な
る
ま
で
の
厳
し
い
修

行
の
こ
と
や
何
を
唄
っ
た
鼓
目
女
唄
か

な
ど
を
小
学
生
に
も
理
解
で
き
る
よ

う
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
は
、
「
あ

ら
玉
の
　
年
の
は
じ
め
に
　
筆
と
り

そ
め
て
」
で
始
ま
る
『
替
女
松
坂
』

を
、
次
に
、
し
ん
し
ん
と
雪
が
降
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
く
寒
い
ヨ
オ
ー
サ
ル
、
ツ
ァ
ツ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
と
カ
ッ
カ
ー
（
雪
女
）
と
子
ど
も

の
心
温
ま
る
お
話
『
雪
お
ん
な
』
そ

し
て
、
調
子
の
良
い
『
警
女
万
才
』

最
後
は
『
立
ち
唄
』
ま
で
約
一
時
間

生
徒
、
父
母
、
祖
父
母
た
ち
の
心
を

ひ
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
高
く
透
き
通
っ
た
声
と
独
特
の
三

味
線
は
、
マ
イ
ク
な
し
で
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
響
き
、
外
で
も
十
分
聞
き

と
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
公
演
が
終
っ
て
竹
内
さ
ん
は
「
小

学
生
も
一
緒
に
な
っ
て
聴
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う
り

だ
い
て
あ
り
が
た
い
。
鼓
目
女
冥
利
に

つ
き
ま
す
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら
何

か
の
き
っ
か
け
に
、
あ
れ
が
”
警
女

唄
”
と
想
い
出
し
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
公
演
の
こ
と
を
、
胎
内
や

す
ら
ぎ
の
家
に
入
所
し
て
い
る
師
匠

の
小
林
ハ
ル
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
」
。

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
あ
ま
り
に
も

声
が
き
れ
い
す
ぎ
て
昔
の
警
女
唄
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
み
た
い
と
い
う
感

想
を
漏
ら
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

昔
は
あ
ま
り
に
も
い
い
声
に
、
桑
を

食
っ
て
い
た
蚕
が
桑
を
食
べ
る
の
を

や
め
て
聞
い
た
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
米
な
ど
が
多
く
と
れ
る
よ
う
祈

っ
て
唄
わ
れ
た
警
女
唄
、
こ
れ
で
来

年
は
き
っ
と
豊
作
間
違
い
な
し
で
し

ょ
・
つ
。

6

中
里
村
に

　
　
　
日
本
文
化
の
根
源
が

　
　
　
　
　
　
　
　
”
文
化

　
土
器
の
ふ
る
さ
と
中
里
村
　
　
「
中

里
村
の
縄
文
遺
跡
を
た
ず
ね
て
」
と

題
し
て
十
八
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
文
化
財
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
成
人
学
級
「
い
ま
、
な
か

さ
と
が
お
も
し
ろ
い
」
の
五
回
シ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
、
県
営
圃
場
整

財
講
演
会
”

備
工
事
に
伴
う
中
林
B
遺
跡
の
発
掘

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
発
掘
主
任
の

佐
藤
雅
一
氏
（
日
本
考
古
学
協
会
会

員
）
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ
た
も
の

で
す
．

　
佐
藤
先
生
は
ま
ず
、
中
林
B
遺
跡

の
発
掘
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使
っ
て
発

掘
の
仕
方
や
成
果
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
縄
文
時
代
の
生
活
が
ど
の

よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
土
器
の
出
現

に
よ
り
、
食
品
リ
ス
ト
の
増
加
－
半

定
住
生
活
の
始
動
ー
社
会
規
範
・
文

化
の
成
立
へ
と
、
進
化
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
考
古
学
の
資
料
を
多
く
示

し
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
縄
文
人
は
一
万
年
も
の

長
い
間
、
自
然
環
境
に
順
応
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
里
村
の

リ
ゾ
ー
ト
も
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
歴

史
的
自
然
環
境
を
点
と
点
で
残
し
、

こ
れ
ら
を
線
で
結
び
他
の
地
域
で
ま

ね
の
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の

に
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
。
四

大
文
明
は
森
林
を
伐
採
し
て
滅
ん
だ
。

日
本
は
ま
だ
七
十
軒
の
森
林
が
残
っ

て
い
ま
す
。
何
百
年
も
の
風
雪
に
耐

え
つ
づ
け
た
ブ
ナ
を
チ
ェ
ン
ソ
ー
で

切
り
倒
す
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
古

い
も
の
を
学
び
、
新
し
い
も
の
を
創

っ
て
い
く
『
温
故
知
新
』
の
精
心
で

子
ど
も
が
地
域
に
残
れ
る
よ
う
な
リ

ゾ
ー
ト
地
域
づ
く
り
、
村
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中

里
村
の
清
津
川
、
信
濃
川
合
流
点
は
、

日
本
文
化
の
根
源
で
あ
り
、
こ
の
エ

リ
ア
の
埋
蔵
文
化
財
は
奈
良
や
京
都

に
匹
敵
す
る
く
ら
い
す
ば
ら
し
い
も

の
で
す
。
と
、
力
説
し
ま
し
た
。

熱弁する佐藤先生



冬
道
の
確
保
は

　
　
　
　
　
み
ん
な
の
協
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
平
成
三
年
度
除
雪
計
画
”

…
蟻
！

　
私
た
ち
雪
国
に
住
む
も
の
に
と
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
雪
の
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
ま
し
た
。
最
近
村
で
は
、
利
雪
、
遊
雪
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
の
道

路
網
の
確
保
が
最
優
先
と
な
り
ま
す
。
こ
の
重
要
な
道
路
網
の
除
雪
計
画

が
下
記
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
と
理
解
が
必
要
で
す
。
厳
し
い
冬
を
快
適
に
過

す
た
め
「
雪
国
の
ル
ー
ル
」
を
守
り
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
冬
を
の
り
き

り
ま
し
ょ
う
。

　
今
冬
の
村
道
の
除
雪
総
延
長
は
、

新
た
に
道
路
改
良
に
よ
り
除
雪
可
能

と
な
っ
た
通
り
山
清
津
線
な
ど
を
含

め
、
五
十
九
・
九
キ
。
層
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
距
離
を
ニ
ナ
ニ
台
の
除
雪
．

車
が
朝
早
く
か
ら
出
動
し
て
み
な
さ

ん
の
生
活
の
足
を
確
保
し
ま
す
。

　
安
全
で
雪
と
親
し
め
る
、
は
つ
ら

0
と
し
た
雪
国
社
会
の
た
め
、
次
の

更新されたロータリー車、高雪堤処理装置付
　　ぴ
で雪庇落しができます。300ps2，200t／h

事
項
に
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
安
全
第
一
で
す
。
除
雪
作
業
中
は

　
機
械
に
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

◎
道
路
上
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

◎
屋
根
の
雪
は
路
上
に
捨
て
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。
落
し
た
ら
片
づ
け
ま

　
し
ょ
う
。

◎
ゴ
ミ
焼
却
炉
等
を
路
肩
に
置
か
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
大
切
な
物
に
は
目
印
を
つ
け
て
く

　
だ
さ
い
。

平成3年度冬期除雪路線計画図
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　　　藝
　　　藝
　　羅

讐灘
萎　　　斐

繊幽繭誉鐵繭歯翻罐籔

冊
難
㎜

羅
』
鋸
緬

羅
・
馨皿

　
　
　
k

職員演奏　〈器楽演奏＞

歌の翼にと「アンサンブル」よりメヌエット～アダージョ、アレグロ

を間野先生、小杉先生、岩崎先生、永井先生の特別演奏です。

り
、

セ

寒

第6回中里村小中学校音楽発表会

今日のように聞いている人の心と演奏し

ている人の心が一つになったときが、良い

演奏会です。こんな聞き万ができるみなさ

んがいるから中里村は音楽のレベルが高い

と言われています。来年もまたこんなにす

ぱらしい音楽発表会が開けるよう練習しま

しよう。　　中里村教育振興会音楽部長

　　　　　　庭野克子（倉俣小学校教頭）

中里中　〈合唱＞

いつの日も、組曲「旅」より　旅立つ日行こうふたたび

学年全員97名の4部合唱です。

中里中　〈吹奏楽＞

吹奏楽のための木挽歌

人々の生活の中に歌いつがれた里謡が軽快なリズムにより

たくましく表現しています。

清
流
ば
や
し
　
清
々
し
い
清
津
川
の
流
れ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
。

清
津
雪
お
ろ
し
　
胸
元
に
ズ
シ
ン
と
響
き
山
あ
い
の
清
津
峡
に
雪
が
降
る

様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

田沢小　く器楽合奏〉

「天空の城ラピュタ」より君をのせて、ペルシャの市場にて

みんなの気持や音を合わせ天空に浮いてるような感じで演奏をしています。

∫



灘撚
灘

’
婁

　　　　　　チ　　　　　　il、
　　　　　　　

灘燭辮

貝野小　〈リコーダー＞

イントラーダ・ソング・ダンス　4拍子から3拍子に変わるむずかし

い曲を、ダンスを踊るような気持で演奏しています。

清津峡小土倉分校　〈ミュージックベル・シンセサイザー演奏＞

ドレミの歌、ライディーン　先生と生徒の呼吸を合わせ、シンセサイ

ザーに挑戦しています。

　高道山小　〈合唱＞

大空賛歌、勇気一つを友にして

どちらも透明感のある力強い合唱です。

　　　　　　P鞠1～γ・・酸
　學－r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

攻・、

　　　　　眠　　　6～・，．；

倉俣小騙〈器楽合奏〉

「アルルの女」第2組曲よりファランドール

ファランドールのイメージを知り楽しく演奏しています。

　中里村の音楽レベルが高いのは、みなさ

んや地域の万々がオーケストラを呼ぶな

ど、音楽に関心があって聞く態度がすぱら

しいからです。この聞く態度のすぱらしさ

が、演奏者一人ひとりのレベルを高めてい

ます。

　　　　　　中里村教育振興会長

　　　　　　　小林義之（田沢小学校長）

倉俣小　〈合唱〉

ドレミの歌　全校生徒で元気のよさを表現していました。

友だちはいいもんだ　美しい友情の深さを、1～4年生
が高音部、5・6年生が低音部を歌っています。

9 広報躍”宣と： 平成3年12月10日



”
平
成
4
年
1

　
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
人
は
六
十

五
歳
）
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
医
療

費
（
一
部
負
担
金
）
は
￥
現
在
、
外

釆
で
診
療
を
う
け
る
場
ム
ロ
は
￥
一
カ

月
（
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
）
八

百
円
￥
入
院
の
場
ム
ロ
は
一
日
四
百
円

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
お
と
し
よ
り
の
医
療
費
が
、

来
年
（
平
成
四
年
）
一
、
月
一
日
か
ら

逐
次
値
上
げ
さ
れ
￥
平
成
七
年
4
月

一
日
か
ら
は
、
総
理
府
調
査
に
よ
る

「
消
賛
者
物
価
指
数
」
に
ス
ラ
イ
ド

し
て
、
毎
年
変
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
（
た
だ
し
￥
物
価
が
前
年
に

比
べ
て
急
激
に
上
昇
し
た
場
ム
ロ
は
見

直
す
そ
う
で
す
）

　
ま
た
￥
こ
の
老
人
保
健
制
度
改
正

に
伴
つ
て
￥
次
の
県
単
医
療
費
助
成

事
業
の
一
部
負
担
金
も
同
様
に
変
わ

り
ま
す
。

対象事業
○
県
単
老
人
医
療
費
助
成
事
業

○
県
単
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

○
県
単
乳
児
医
療
費
助
成
事
業

○
県
単
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

月
1
日
か
ら
”

　
外
来
で
診
療
を
う
け
る
場
合
￥
現

在
は
［
力
目
￥
一
つ
の
医
療
機
関
（
病

院
￥
診
療
所
）
に
八
百
円
の
一
部
負

担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
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入
院
の
場
ム
ロ
は
現
在
、
入
院
期
間

中
、
一
日
四
百
円
の
一
部
負
担
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
￥

釆
年
一
，
目
一
日
以
降
、
次
の
よ
う
な

値
上
り
に
な
り
ま
す
。
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入院の場合

平成7年　　　 平成5無　 平成4隼　　現行
4月細から　遡那日筋翻購篭蔭　　謡
饗騨欝指数1こ←700円←600円←400円鋸
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［
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［
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｝
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こ
の
た
び
、
行
政
相
談
委
員
の
山

田
正
平
さ
ん
（
上
山
）
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

の
解
決
と
行
政
運
営
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
御
功
績
に
よ
り
、
総
務
庁
長

官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
田
正
平
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九

年
五
月
に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ

れ
る
や
、
温
厚
誠
実
な
人
柄
に
加
え

豊
富
な
知
識
、
経
験
と
優
れ
た
実
行

力
を
も
っ
て
自
宅
で
の
相
談
の
ほ
か
、

　　　　　　　　　　雛瀧

　　　　　　　雛　　　　　　雛　　　　灘　　鐵

灘

　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　響　　　　　　　　饗　　　　　　難　　　　難灘綴
　　　　　　　　繋　　　　　　灘　　　　撒

定
例
相
談
日
を
設
け
る
な
ど
行
政
相

談
制
度
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
住
民
の
行
政
に
対
す

る
苦
情
・
要
望
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
受
け
、
迅
速
・
・
適
格
な
処
理
を
行

い
、
行
政
の
民
主
的
な
運
営
の
推
進

の
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
行
政
と
住

民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
長
年
ご
尽

力
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日

ご
ろ
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
イ
ス
テ
ィ
ッ
り
ス
優
勝

　
　
　
”
第
一
回
中
里
村
民
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
“

　
第
一
回
中
里
村
民
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
二
十
四
日
㈲
、
村

民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
平
成
元

年
か
ら
村
の
新
し
い
重
点
ス
ポ
ー
ツ

に
し
よ
う
と
、
日
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
協
会
新
潟
県
支
部
を
当
村

に
置
き
P
T
A
行
事
な
ど
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

ス
ポ
ー
ツ
で
す
．

　
大
会
は
、
村
内
の
各
集
落
単
位
で

チ
ー
ム
編
成
さ
れ
た
一
般
の
部
五
チ

ー
ム
、
小
学
生
高
学
年
の
部
三
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
、
リ
ー
グ
戦
で
行
わ

形



ほんやら洞の中で

温かな交流を

唱都会の女性集まれ”

　
　
　
　
　
し

　
重
地
の
若
獅
子
会
（
代
表
滝
沢
浩

平
さ
ん
）
で
は
、
雪
国
の
伝
統
的
な

行
事
「
鳥
追
い
」
に
都
会
の
女
性
を
招

待
し
て
交
流
を
深
め
よ
う
と
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

　
外
は
吹
雪
で
も
、
ほ
ん
や
ら
洞
の

中
は
暖
か
く
、
素
朴
で
す
が
ひ
ょ
う

き
ん
な
雪
国
の
青
年
た
ち
が
、
温
か

い
気
持
で
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

雪
国
の
伝
統
文
化
、
遊
び
を
十
分
満

喫
で
き
る
こ
こ
（
新
潟
県
中
里
村
重

地
）
だ
け
の
企
画
で
す
。
是
非
お
い

で
下
さ
い
。
郷
土
な
か
さ
と
出
身
者

の
方
や
都
会
に
親
類
の
あ
る
方
々
か

ら
、
め
っ
た
に
な
い
企
画
で
す
の
で

P
R
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
日
　
平
成
四
年
一
月
十
四
～
十
五
日

み
な
さ
ん
の

声
に

お
答
え
し
ま
す

εの看板は無

¢1戦略羅す

“どうぞまろしく”

　　（H2．1．14）

予
定
　
一
月
十
四
日
は
、
ほ
ん
や
ら

，
、
洞
に
て
過
ご
し
た
ら
地
元
の
民
宿
に

宿
泊
、
十
五
日
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

津
南
ス
キ
ー
場
で
交
流
、
夕
方
に
は

各
自
新
幹
線
湯
沢
駅
ま
で
送
り
ま
す
。

参
加
費
　
一
人
一
万
円
（
十
四
日
の
夕

食
、
宿
泊
、
十
五
の
朝
食
、
昼
食
込
）
、

た
だ
し
グ
リ
ン
ピ
ア
津
南
ス
キ
ー
場
で

の
施
設
利
用
は
別
に
負
担
願
い
ま
す
。

〆
切
　
平
成
三
年
十
二
月
二
十
五
日

申
し
込
み
先

〒
鰯
－
84
新
潟
県
中
魚
沼
郡
中
里
村
上
山

中
里
村
公
民
館
智
備
1
6
3
1
2
4
9
3

一遵路沿麟の電柱健集藩醤の看板幾圏匿つきま嬢が、

だi凝が；どう撚う圏飽驚取ゆ偲駐蓬の認すかQ一

　こ腕は開発課が．索望秘のC　l戦略（コ嚢ユニティ

ーアイデンティティー）として、地域のイメージアッ

プを図るうと藁北電力さ葡、NTTさんのぎ協力を得

て取り付けたもの認霧。また．リゾートなど羅来村し

た入たちなどのため健、そ凝ぞ糀の集落の位置を地國

上だけでなく実際健確認じ羅いただ羅うという狸いも

あります◎

　色、デザインは、村のイ翼一灘マークを入れ統一を

図り・餐期間羅も見糟嬢く管理じやすい＆と奪警慮に

入れ電柱鷹じまじた．各集落に無）2枚、全村璽62枚

取り付けてあります◎

　村では今後このG　l戦略で、中塁村の文禦を臼ゴ化

したり、キャッチフレーズやマスコットマー響をつく

ったりしようと計画しています。みなさ麹の刀イディ

アをお待ちしています。

れ
ま
し
た
．

　
外
は
み
ぞ
れ
交
じ
り
の
冷
た
い
雨

の
降
る
寒
い
日
で
し
た
が
、
体
育
館

内
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
よ
う
に
闘

争
心
を
む
き
出
し
に
し
、
ス
テ
ッ
ク

を
折
る
ほ
ど
の
激
戦
を
展
開
、
ハ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
上
村
病
院
チ
ー
ム
）

が
初
大
会
で
優
勝
と
い
う
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。
二
位
以
下
は
得
点
差
で

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
の
部

　
優
勝
　
ハ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

　
ニ
位
　
芋
沢
A
チ
ー
ム

　
三
位
　
通
り
山
チ
ー
ム

　
四
位
　
芋
沢
B
チ
ー
ム

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

　
優
勝
　
小
原
子
供
会

　
二
位
　
通
り
山
子
供
会

　
三
位
　
芋
沢
子
供
会

“アー”ゴール寸前

ス
リ
D
ウ
ォ
D
ス
優
勝

　
　
　
　
　
　
”
村
民
バ

　
十
一
月
十
七
日
、
村
民
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
高
校
生
グ
ル
ー
プ
を
含
む
九
チ
ー

ム
が
A
・
B
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

熱
戦
を
操
り
広
げ
、
ス
パ
イ
ク
が
決

ま
る
た
び
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
”

　
　
決
勝
戦
は
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
チ
ー

　
　
ム
と
ペ
ガ
サ
ス
チ
ー
ム
と
な
り
、
ど

　
ち
ら
も
宇
宙
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う

　
な
高
い
打
点
で
攻
防
を
繰
り
返
し
、

　
接
戦
の
末
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
チ
ー
ム

　
が
優
勝
し
ま
し
た
。
三
位
は
貝
野
チ

　
ー
ム
で
し
た
。

“ナイス”スパイク！

平成3年12月10日広報躍”官と：11

～ i　II



一

爾
騰
・
膨

墨
、

　　　　ム』
　　　　　　　　樋口友香さん

　遠近感をだすようにしてへちま

の絵を描きました。一番苦労した

ことは、家の板を一枚ずつ色をか

えてぬったことです。へちまの間

から、家を遠くに見せるのがたい

へんでした。

奏耀鼻鴛毒≦欝～新里）⑳

　ぼくたち二人は双子なんだ。と

きどきケンカするけどとっても仲

がいいんだよ。好きな遊びは、こ

の自転車にのること。外でいきお

いよくとぱすのが好きなんだけど、

外に出してもらえないんだ。好き

な食べ物はネー、．カレーライスと

お父さんが作った野菜。“いい子”

になれって言われるけど、お父さ

んやお田さんに似たんだ～い。

㌍

口

か
く
れ
た
才
能
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
第

　
十
一
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
総
合

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
恒
例
の
芸
術
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
出
展
数
は
、
陶
芸
、
絵
画
、
写

真
、
書
道
、
手
芸
、
生
花
な
ど
約
六
百
点

（
二
百
六
人
）
で
し
た
。
ま
た
、
別
に
菊

花
展
も
開
か
れ
八
十
点
（
十
五
人
）
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
公
民
館
講
座

で
定
着
し
て
き
て
い
る
、
陶
芸
・
絵
画
が

多
く
、
書
道
が
一
時
期
よ
り
減
少
し
て
き

15

回
芸
術
祭
”

　
　
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
二
日
間
に
約
六

　
　
百
人
が
一
点
一
点
の
力
作
品
に
足
を
と
め

　
　
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
外
に
三
日

　
　
だ
け
で
し
た
が
、
収
益
金
を
社
会
福
祉
協

　
議
会
へ
寄
付
す
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
室
」
、

　
　
初
め
て
で
も
自
分
だ
け
の
手
づ
く
り
焼
物

　
　
が
つ
く
れ
る
「
一
日
陶
芸
教
室
」
が
開
か

　
　
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
出
展
作
品
の
中
に
、
初
め
て
出

　
　
品
し
た
山
田
和
人
さ
ん
（
角
間
）
の
絵
画

　
　
の
よ
う
に
、
か
く
れ
た
才
能
を
お
持
ち
の

∞“　　　　　『　琴【零欝　　P　鰻……難　・・『　『㎜贋

“すてきな作品”私たちもできるかなあ一

方
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
あ
な
た
も
来
年
は
是
非
出
品
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

の混声合唱「忘れな草をあなたに」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
か
っ
さ
い

仲
良
く
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
喝
采

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
”

村
内
の
音
楽
好
き
が
集
ま
っ
た
組
織
の
　
　
ト
協
会
が
一
緒
に
な
っ
て
、
楽
し
く
歌
い

コ
ー
ル
「
な
か
さ
と
」
と
中
里
コ
ン
サ
ー
　
　
演
奏
し
よ
う
と
『
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
』

わたしの

欝ふ！1

香
川
県
観
音
寺
市
伊
吹
島

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
所
は
、

瀬
戸
内
海
の
小
さ
な
島
で
す
。

昔
か
ら
漁
業
の
盛
ん
な
島
で
、

い
り
こ
「
煮
干
し
」
は
全
国
一

番
の
漁
獲
高
を
誇
り
ま
す
。

　
私
の
生
ま
れ
た
島
は
小
さ
な

島
で
す
が
、
住
宅
が
密
集
し
て

お
り
人
口
は
千
人
以
上
住
ん
で

い
ま
す
。
家
々
の
間
が
道
に
な

っ
て
お
り
こ
の
辺
で
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
風
景
で
す
。

　
　
　
　
こ
ん
ぴ
　
ら

　
近
く
に
は
金
毘
羅
宮
が
あ
り
、

毎
年
全
国
か
ら
航
海
の
安
全
祈

願
に
参
拝
に
来
ま
す
。
そ
の
他

四
国
に
は
鳴
門
の
渦
潮
、
瀬
戸

大
橋
、
道
後
温
泉
、
徳
島
の
阿

淡
踊
り
、
高
知
県
の
闘
犬
な
ど

様
々
な
観
光
地
、
名
所
が
あ
り

ま
す
。

　
中
里
村
は
、
新
潟
の
中
で
も

雪
深
い
所
と
聞
か
さ
れ
て
来
ま

し
た
が
、
先
日
（
2
4
日
）
の
雪

に
は
と
て
も
驚
い
て
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ど
れ
位
降
る
の
か
期
待

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　岡山県

　　　　　　一
　　　　　〇」
◎　∂o

　　　　香川県

●
病

　
O

徳島県

鷺商　　　　伊吹島

侭



菊づくり一年目で

　うれしい入賞

十一月十日、魚沼菊花展第六回浦佐菊まつり

で服部喜一さん（如来寺）は￥菊づくり一年目

でみごと銀賞に入賞したいへん喜んでいます。

入賞したのは、厚物の部で「兼六香菊」とい

う品種で、高さが一㍍三十㌢以上、葉が三十六

枚以上．花の径が十八㌢以上なければならない

という規定があるそうです。また、天を正面に

置き一番高くし、左に地￥右に人と順番に低く

しなけれぱならなく大変苦労したそうです。

四月から鉢を三回も移し替え￥あぶら虫やう

どんこ病などの殺虫殺菌剤の消毒にと丹精込め

て曹理した何十鉢もの一鉢だそうです。

◇同菊花展入賞者

　金賞　井ノ川忠雄（如来寺）

　銀賞　井ノ川ミイ（如釆寺）

　銅賞林　　秀（山崎）
　ノノ　服部辰勇（桂）

芸
を
持
ち
よ
っ
て
楽
し
い

　
　
　
　
　
　
　
”
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
量

　
平
成
三
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
　
　
り
弁
当
を
摘
ま
一

能
大
会
が
十
一
月
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
　
　
仲
間
た
ち
が
演

1
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
村
内
　
　
な
ど
を
観
賞
し

十
六
の
各
地
区
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
（
千
六
　
　
　
午
後
か
ら
は
、

十
二
人
）
と
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
毎
年
行
　
　
昔
操
っ
た
杵
柄

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
、
も
ら
っ
た

　
そ
れ
ぞ
れ
の
単
老
同
志
誘
い
合
っ
て
集
　
　
し
い
一
日
を
過

ま
っ
た
約
二
百
五
十
人
は
、
持
参
し
た
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

嗣
日

本
能
大
会
”

み
に
お
酒
を
呑
み
な
が
ら
、

じ
る
唄
や
舞
踊
に
大
正
琴

て
い
ま
し
た
。

飛
び
入
り
も
多
数
入
り
、

を
披
露
。
さ
か
ん
な
拍
手

り
送
っ
た
り
し
な
が
ら
楽

し
て
い
ま
し
た
。

　
燃 　

灘
　
鰹
購

　
　
　
　
　

灘

踏
冠

　塗
　呈

　ン

　1
　で
　開　．
　か　感情の込ったコール「なかさと」

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
女
声
、
男
声
、
混
声

合
唱
に
、
フ
ル
ー
ト
の
独
奏
や
二
重
奏
、

琴
と
尺
八
の
調
べ
と
ピ
ア
ノ
の
独
奏
な
ど

二
十
七
曲
が
正
味
二
時
間
に
わ
た
っ
て
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
彩
な
曲
目

に
会
場
満
席
の
約
二
百
人
は
、
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

綴

「柳ヶ瀬ブルース」の曲でダンス、若いでしょ（民踊クラブ）

　
こ
の
よ
う
な
自
主
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昨

年
の
「
秋
を
惜
し
む
こ
ん
さ
あ
と
」
に
つ

づ
い
て
二
回
目
で
す
が
、
聴
衆
者
は
二
つ

の
会
の
成
長
ぶ
り
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま

し
た
。
す
ば
ら
し
い
合
唱
に
演
奏
、
す
ば

ら
し
い
仲
間
た
ち
の
協
力
、
次
回
が
楽
し

み
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

●
擁

O
　
　
『

團
羅・ん羅萎i辮ん論εそ誘際翻懸
ノ￥ツネ　　　　　　　　　　　　　　育ってほしい。

　　　　どんな家族なんでしょうか？

　　り私は㈱玉垣製麺所の役員として高田町工場で主

　　に妻有そぱを作っています。妻も同じ所に勤めて

　　います。祖父は総合センターの管理人￥祖田は農

　　業とクリーニング取り次ぎ店をしていますので．

　　家族全員で夕飯を食べるのは一年中で数えるほど

　　です。
　　　　家族行事で楽しかったことは？

　　りなかなかみんながそろうことがないのですが．

　　今年キャンブ用具をそろえ、キャンブに行ったの

⑯Fが子どもにも喜ばれ楽しかった残
　　　　子育てのモットーは？
上山囲人の迷惑に棚く健康で明るし燗こなつ

　　てほしい。ワ普段は一緒にいる時間が少ないので

　　休みの日には、できるだけ一緒にいてあげるよう

β 広報躍”宣と：　　平成3年12月10日



お微、働甜4哩朔饗夢脇劉3盟1㈹へ診ぞ

夢

鞍〔上原野二男〕上山

慶手〔鱒士季長女〕干溝

繍〔吉楽謬長男〕上山

縫〔保坂菱美葦長男〕芋沢

結
婚繊

和
美
洋
子
郎
美
文
美
宏
子
満
美
樹
子
晋
美

利
代
松
貞
一
勝
清
由
　
初
　
久
英
美
　
明

　
　
知
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
紀
　
奈

、
口
沢
原
田
田
沢
澤
田
田
雲
藤
口
　
南
木
田

樋
宮
桑
島
廣
石
宮
藤
池
南
齊
樋
柳
神
鈴
山

｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛

高道山

本屋敷

倉俣
如来寺

（77）

（78）

（80）

（83）

ミ
　
一
弥
ヨ

　
　
　
　
　
チ

キ
誠
常

　
　
　
　
　
」

邉
島
木

　
　
　
　
　
之

渡
中
鈴
井

※掲載を希望し奪い方は届け出の

　際に申し出てください。

保
険
料
は
課
税
所
得
額

　
　
　
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
所
得
税
の
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
全
額
が
課
税
対
象
か
ら
控
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年

間
に
納
め
た
す
べ
て
の
保
険
料
で
す
。

自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
家
族
の

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
免
除
期

間
の
追
納
保
険
料
や
昨
年
の
未
納
保

険
料
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
給
与
所
得
者
で
該
当
す
る
方
は
、

年
未
調
整
の
際
に
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
三
年
の
保
険
料
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
納
め
た
金
額
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
役
場
の
国
民

年
金
係
ま
た
は
最
寄
り
の
社
会
保
険

事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
平
成
3
年
の
保
険
料
額

月
　
　
額

定
額

1月～3月 8，400円

4月～12月 9，000円

付加保険料 400円

年
　
　
額

定額保険料 106，200円

付加保険料 4，800円

定額＋付加 111，000円

無
利
息
、
手
続
き
簡
単

村
の
奨
学
金

　
村
で
は
、
高
等
学
校
以
上
の
学
校

入
学
者
に
対
し
て
、
有
用
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
入
学

準
備
金
及
び
奨
学
金
の
貸
付
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
期
間
中

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

’1．入学準備金貸付金（無利息）2．奨学金貸付金（無利息）

、、区　分 月　額 貸付期間 据置期闇 返済期間 区　　分 貸付額 据置鯛關 返済期闘

高等学校

　　円
10，000

貸付開始

の月から

正規の修

業期間が

終了する

まで

6ケ月

貸付期間

に相当す

る期間内

高等学校
　　円以内
200，000

1ケ年
40ケ月

以内

嵩等専閑学校

奪修学校
　　円以内
300，000

高等輔学校

専修学校

　　円
15，000

戴　　　　学
　　円以内
400，000

大　　学

　　円
20，000 ◎申請期間　平成4年1月16日

　　　　　　　　　　　～3月20日

◎申請期間　平成4年1月16日
　　　　　　　　　　　～3月20日

◎
申
請
期
間

　
　
　
　
平
成
4
年
1
月
1
6
日
～
3

　
　
　
　
月
2
6
日

◎
資
格
　
中
里
村
に
住
居
を
有
し
て

　
　
　
　
い
る
こ
と
、
村
税
を
滞
納

　
　
　
　
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

◎
受
付
・
間
合
せ
先

　
　
　
　
中
里
村
教
育
委
員
会
学
校

　
　
　
　
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

「
信
濃
川
及
び
中
里
村
の
風
景
」

　
　
写
真
展
の
作
品
募
集

◎
期
　
日
　
平
成
4
年
1
月
2
9
日
か

　
（
展
示
）
　
ら
2
月
4
日

◎
会
場
中
里
村
公
民
館

◎
募
集
作
品
　
中
里
村
の
風
景
及
び

信
濃
川
、
そ
の
他
の
河
川
の
写
真

キ
ャ
ビ
ネ
以
上
、
額
装
そ
の
他
展
示

で
き
る
よ
う
に
し
て
1
月
2
5
日
ま
で

に
中
里
村
公
民
館
へ
。

’

　　　　　22件

　　　　　27人

　　　　347日

（11月末累計）

●事故発生件数

●傷者

●死亡事故

’をだの2
　　　ユr事弟
　　　※消費税は含まれていません　11月末現在

寧

工　　事　　名 場所 ヱ事費 請　負　業 完了景定田

倉下地区水路復旧 倉　　下
　千円
2，400 ㈲宗家土建 H3年

12月24日

村道角間線改良 角　　間 16，800 大村建設㈱
H4年
3月30日

躍

【
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
品
】

　
一
「
斬
別
旨
一
十
ひ
　
　
暴
つ
⊂
ヤ
ひ
隔
つ
な

ノ
こ
ま
隔
つ
な

也
ヨ
美
田
ヘ
ヨ
尺
卦
6
聾



あ
い
さ
つ
は
　
暗
い
心
を
開
い
て
く
れ
る

鈴
木
幸
子
（
清
津
峡
小
6
年
）

懸欝戴欝　
◇　

　
◇

瘡
◇

　笏
索

舶ゑ

●
成
人
学
級
開
放
講
座

“
中
里
村
の
景
観
を
考
え
る
”

　
中
里
村
も
リ
ゾ
ー
ト
に
よ
り
生
ま

れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ゾ

i
ト
に
む
け
た
新
し
い
景
観
作
り
、

ま
た
今
あ
る
美
し
い
景
観
を
整
備
し

な
が
ら
生
か
す
方
法
等
の
講
演
会
で

す
。

日
時
1
2
月
1
6
日
㈲

　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

と
こ
ろ
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師
　
新
潟
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
樋
口
忠
彦
氏

●
第
3
回

歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
近
年
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
は
、
ト
レ
ン
デ
ィ
な
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
平
成
四
年
2
月
n
日

　
　
　
午
前
1
0
時
一
斉
ス
タ
ー
ト

会
場

参
加
料

S
A
J
公
認
五
日
町
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

一
般
2
千
円
、
高
校
生
千

円
、
中
学
生
7
百
円
、
小
学

生
5
百
円
、
幼
児
2
百
円
（
小

学
生
以
下
は
引
率
者
同
伴
）

申
込
受
付
期
間

　
　
　
平
成
3
年
1
2
月
1
8
日
㈱
～

　
　
　
平
成
4
年
1
月
2
2
日
㈱

申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
鮒
－
6
6
南
魚
沼
郡
六
日
町
坂
戸
辺

「
に
い
が
た
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
事
務
局
」
盈
㎜
1
7
3
1
6
7

0
0
㎜
…
㎜
ー
7
3
－
6
6
7
6

電
話
機
の
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
注
意
！

　
　
　
　
ρ

年
・
禾
は

ノ
　
　
　
ゆ

6
そ
か
し
い

し
ゼ
か
｛
い

μ

　　　o嵐
　　　　　　’

，→　．魂
　一　　　　

！l

rrビ77、1一

δπ
喫a

、
不
⊃
q

∠
ナ
モ

ヘ6
リ
ち
h

ま
ど

ご
デ
に
第グ

列

罵

・
ネ
⊃
た
・
マ

ノ
　
　
　
　
　
リ

し
）
マ
か
し
い

よ
ー
よ

粥怜

亀
噺

　
最
近
、
各
家
庭
を
訪
問
し
「
N
T

T
で
は
今
後
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
電
話
機

が
使
え
な
い
よ
う
に
す
る
工
事
を
実

施
し
て
い
る
の
で
、
早
め
に
こ
の
電

話
機
を
買
う
の
が
得
だ
」
。
と
、
言
葉

巧
み
に
購
入
を
勧
め
高
い
価
格
で
契

約
を
迫
る
業
者
が
お
り
ま
す
。

　
N
T
T
で
は
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
電
話

機
が
使
え
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
購
入
を
強
要
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
訪
問
者
の

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、

　
　
　
　

N
T
T
H
番
に
電
話
し
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

ま
ぎ
ら
わ
し
い

電
話
帳
広
告
料
に
ご
注
意
！

　
N
T
T
の
電
話
帳
を
切
り
張
り
し

た
見
本
と
振
込
請
求
書
を
同
封
し
、

電
話
帳
広
告
料
を
支
払
つ
て
ほ
し
い

旨
の
封
書
を
各
事
業
所
に
郵
送
す
る

業
者
が
お
り
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
の
な
か
に
は
N
T
T
の

電
話
帳
広
告
料
と
感
ち
が
い
し
て
料

金
を
払
う
ケ
ー
ス
が
で
て
お
り
ま
す
。

　
N
T
T
で
は
電
話
料
と
一
緒
に
毎

月
の
請
求
書
で
い
た
だ
い
て
お
り
、

一
括
の
請
求
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
ぎ
ら
わ
し
い
請
求
書
が
郵
送
さ
れ

た
場
合
は
内
容
を
よ
く
お
読
み
に
な

ら
れ
る
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
N
T
T
十
日
町
支
店
長

　
　
　
　
　
　
大
．
橋
昌
徳

　　北陸地方3か月予報（朗遡月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年H月20目
　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発表
・【郵報の概要ユ

　12月から4月は冬型の気圧配置が長続きせず、暖かな日
が多く降雪量は平年より少ないでしょう。2月は寒暖の変

動が大きく、一時大雪のおそれがあります。

口2月の箏報】

　冬型の気圧配置が続かす、平年に比べて暖かい日が多い。

口周の騒報】

　一時冬型の気庄配置となりますが長続きせず、平年に比
べて気温の高い日が多いでしよう。

【2周の罷報】

　塞暖の変動が大きく、一時餐型の気圧配置が強まって大
雪のおそれガあり諜す。

天候離報のおおまそのイ麟一婁

2月1月12月

一時大雪のおそれ冬型強まる暖かい冬型続かない

）、、）鍮

◎母親学級・妊婦検診

　12月20日㈱　上村病院

　母親学級（受付）12：45：～13：00

　　　　　（内容）妊娠中の栄養

　　　　　　　　　腹帯と乳房の手当て

　妊婦検診（受付）13：30～14：00

◎乳幼児検診

　1月10日翻保健センター

　　　　　（受付〉13：00～13：30

　　　　　（対象者）

　　　　　H．3．壌。1～H．3．31生

　　　　　H．3．8．1～H．9．30生

今月の納税等と振替日

（12月25日）

（12月25日）

（12月25日）

税
料

険
険

保
保

康
金

健
年
料

民
民
育

国
国
保

■
　
　
■
　
　
■

O

平成3年12月10日広報躍”宣と6
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小巻澤悦子さん
集落通り山

青春しτます
　12月11目～1月10日

カレンタ“一
昭和44年9月18日生まれ22歳

11㈱
年末年始の交通事故防止運動

　　　　　　　　　　　　～1月10日まで
成人学級開放講演「人が輝き村がかがやく」

合総合センター　019二30～21：30

13㈹
心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉セ
ンター　　（D13二30～16二〇〇

14dD 上越国際清津スキー場オープン予定
（D8二30～

15（ll）

16（月） 講演会“中里村の景観を考える”　倉総合
センター　（Dl9二30～

20㈲
心配ごと相談日（根津敬）合老人福祉セン
ター　　（D13二30～16二〇〇

21qり村民イメージソング「夢のつばさ」発売日

22（日〉

⑳（月）
天皇誕生日

24（幻

27㈲
行政相談日（山田正平）合老人福祉センタ
ー　（D13：30～16：00

心配ごと相談日（村山篤稔）合老人福祉セ
ンター　　（D13二30～16二〇〇

28q⊃役場業務休み

31（幻

①㈱ 元旦

2㈲

3㈲

4出 役場仕事始め
平成4年中里村合同年賀交歓会

5（日）

6帽） 消防出初め式合総合センター
（D10二〇〇～12：00

10㈲ 心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉セ
ンター　　（D13二30～16二〇〇

　　　※変更する場合があ鱗ます。御爾の際は確認を
　　　　　　　　　　　　　おねが㌧、じます。
羅叢難簸継叢嚢

星座　乙女座

血液型A型
身長178cm
　アルファ㈱中里工場で事務をし

ています。趣味はマスコット作り．

中学生のとき友だちにあげたらと

ても喜ばれたので、それからずっ

と作っています。性格はき帳面で

元気がいい。でも落ち込むと長い。

今楽しいことは仲間と飲んではし

ゃぐこと。理想の男性は、来年結

婚するので、夫になる人。村への

要望は、ユーモールを拠点とした

観光地の開発と、若者が集まる企

業の誘致をしてほしい。

訟勤麹

⑳大坪医院鷺謂1

㊧中条病院禅講1

㊧至誠堂医院糀藷1

㊧大島医院鴛藷1

㊧古藤医院籠南謝

⑳庭野医院購謂
⑳大熊医院糀謂1

⑭山・医院禅箭幕1

⑭池田医院鷺謂
⑭上村病院響里珊

　　　訂正とおわび
11月号中、校正ミスにより下記の誤植があ

りました。訂正するとともに寄稿者や皆さん

に深くおわび致します。反省、戒めとして、

編集雑記を返上して訂正させていただきます。

　　　　　　記
P4．斎喜宗一郎氏③、良議→良識、人民→住

民、O力→努力、P5．樋口善三氏②、不信実

行→不言実行、P7．南雲淑江さん→淑衣、P

9．根津みおりさん2行目中里村→仲里村、P

11．100m走藤ノ木妙子さん6r疋1→16《更1、P14．

5歳児表彰南雲真美子さん→真実子、P17．2

段目水災予防→火災予防

と　　　　　な

護Pも・酷・．・♂玲

，4！　　　　　 ノ

スギ

試
　ヤ

ユリ

優
　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をっくります。

1￥健康で働き明るい村をつくります。
●
1
、
愛
情 を豊かにし心あたたかい村をつくります。

．1￥教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

おはらい箱
　「大事な仕事をしくじって、

おはらい箱になった」というと

きの「おはらい箱」には、クビ

になる、不用になるといった意

味があります。これは神社で出
　　おはらい
す「御祓」と呼ばれる厄よけの

　ふだ
お札から生まれた言葉でした。

　お　し
　御師といえぱ、神社に団体で
さんけい　　　　こうちゅう

参詣する講中を案内したり、宿

泊の面倒をみる神職です。江戸

時代￥伊勢神宮の御師はお伊勢

参りの人々の世話をするほかに￥

年末には厄よけのお札を入れた

「御祓箱」を￥神宮が刊行した

次の年の新しい暦と一緒に、全

国の信者に頒布する仕事を担当

していました。

　御祓箱は新しいものがくると￥

古いものはいらなくなります。

そこで「祓い」と「払い」をか

けて、不用品を捨てたり、使用

人を解雇するときに使う言葉に

なったわけです。
　　　　おおみそか
　以前は￥大臨日や節分などの

夜、厄年に当たる人のために￥

門口で、「厄はらいましょ」など

と唱えて銭をもらう職業があり

ましたが￥この「厄はらい」は

　　　とっくの昔に「おはらい

壺圭i箱」になりました。
口
，

葉

のルーツ

11月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，374人（＋3）女3，360人（一4）計6，734人（一1）●世帯数1，636（±0）
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